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★
木
曽
三
川
流
域
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
【
経
営
管
理
部
総
合
政
策
課
】

　

木
曽
三
川
（
木
曽
川
、
長
良
川
、

揖
斐
川
）
流
域
の
自
治
体
の
首
長
に

よ
る
「
木
曽
三
川
流
域
自
治
体
サ

ミ
ッ
ト
」
が
５
月
25
日
、
市
内
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
河
村
た
か
し

名
古
屋
市
長
な
ど
12
の
自
治
体
の
首

長
が
参
加
。
森
や
水
、
人
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

流
域
自
治
体
の
現
状
と
将
来
に
向
け

た
連
携
の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し

た
。

★
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
【
総
務
部
総
務
課
】

　
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
被
災
地

支
援
と
し
て
次
の
所
へ
職
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

▽
宮
城
県
仙
台
市
／
５
月
19
日
～
８

月
20
日
ま
で
の
予
定
／
技
術
系
職
員

１
名
を
１
か
月
交
代
で
。

▽
岩
手
県
陸
前
高
田
市
／
６
月
22
日

～
27
日
／
保
健
師
１
名
。

★
お
め
で
と
う

　
岐
阜
県
高
校
総
体
兼
全
国
・
東
海

高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
県
予

選
・
優
勝
▽
益
田
清
風
高
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
５
年
ぶ
り
２
回
目

の
優
勝
。
７
月
29
日
か
ら
青
森
県
八

戸
市
で
開
か
れ
る
全
国
高
校
総
体
に

出
場
し
ま
す
。）

★
地
域
医
療
の
人
材
確
保
へ

　
　
　
【
健
康
医
療
部
医
療
対
策
課
】

　
地
域
医
療
に
か
か
わ
る
人
材
を
確

保
す
る
た
め
、
市
で
は
医
師
や
助
産

師
、
看
護
師
を
め
ざ
す
学
生
に
修
学

資
金
を
貸
与
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。こ
の
制
度
で
は
免
許
取
得
後
、

市
内
の
公
立
病
院
で
一
定
の
期
間
働

く
こ
と
で
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
名
古
屋
市
立
大
学

医
学
部
の
学
生
１
名
に
入
学
準
備
金

30
万
円・修
学
資
金
月
額
20
万
円
が
、

ま
た
下
呂
看
護
学
校
の
学
生
12
人
に

修
学
資
金
月
額
７
万
円
が
貸
与
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

★
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
【
経
営
管
理
部
総
合
政
策
課
】

　
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と

な
ど
に
寄
附
し
、
一
定
の
税
控
除
を

受
け
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

平
成
22
年
度
の
申
し
出
は
22
件

で
、
総
額
２
９
５
万
円
（
前
年
度
よ

り
40
万
円
増
）
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
下
呂
市
で
は
寄
附
金
の

使
い
道
に
つ
い
て
５
つ
の
応
援
メ

ニ
ュ
ー
を
示
し「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ

と
寄
附
金
」
は
所
得
税
と
個
人
住
民

税
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

★
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
補
助

　

当
初
40
件
分
の
見
込
み
が
、

申
請
件
数
が
多
い
た
め
16
件
分

１
９
２
万
円
を
追
加
。

★
学
校
施
設
の
耐
震
化

　

施
設
の
耐
震
化
を
早
急
に
進
め

る
た
め
、
実
施
設
計
費
な
ど
約

９
０
５
９
万
円
を
計
上
。

対
象
施
設
▽
校
舎
・
菅
田
小
、
下

原
小
、
東
第
一
小
、
竹
原
中　

▽

屋
内
運
動
場
・
竹
原
小
、
萩
原
小
、

東
第
一
小
、
尾
崎
小
、
宮
田
小

★
除
雪
機
の
購
入
費
助
成

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
宝
く
じ
）
助

成
を
活
用
し
た
、
各
自
治
会
に
よ

る
除
雪
機
７
台
の
購
入
費
用
へ
の

助
成
７
０
０
万
円
。

該
当
地
区
▽
門
坂
、
大
ヶ
洞
、
東

上
田
、
惣
島
、
堀
之
内
。

★
若
者
定
住
化
補
助

　

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
で
市
内
に

就
職
し
た
若
者
へ
の
家
賃
補
助
制

度
。
申
請
件
数
増
加
に
よ
り
３
名

分
72
万
円
を
追
加
。

★
観
光
振
興

　

関
西
・
関
東
方
面
へ
の
観
光
宣

伝
を
目
的
と
し
た
市
観
光
協
会
連

絡
協
議
会
へ
の
補
助
金
５
９
０
万

円
。
小
坂
巌
立
峡
案
内
看
板
の
設

置
１
０
１
万
円
（
う
ち
県
補
助
金

１
０
０
万
円
）。

市
議
会

６
月
定
例
会

　

市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
日
か

ら
23
日
ま
で
の
18
日
間
に
わ
た
り

開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
24
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
か
か
る

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

春
の
叙
勲
受
章
者
が
６
月
18
日

付
で
発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
２
人

の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

春
の
叙
勲
は
、
東
日
本
大
震
災

の
た
め
、
発
表
が
延
期
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
４
月
29
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
発
令
さ
れ
ま
す
。
受
章
者

は
次
の
方
で
す
。

★
旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

　
　

井
上  

松
三 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
74
歳
・
野
尻
）

　

昭
和
46
年
10
月
か
ら
平
成
11
年

10
月
ま
で
７
期
28
年
間
、
下
呂
町

議
会
議
員
を
在
職
さ
れ
、
通
算
４

年
間
を
議
長
と
し
て
円
滑
な
議
会

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

★
瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　
　
　

田
口  

正
邦  

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
72
歳
・
夏
焼
）

　

東
第
一
小
学
校
、
下
呂
中
学
校

の
校
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
10
年

に
下
呂
町
教
育
長
に
就
任
。
平
成

16
年
５
月
か
ら
４
年
間
は
、
下
呂

市
教
育
長
と
し
て
教
育
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

受
章
者
紹
介
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ふるさと観光大使に

お笑いコンビ “ 流れ星 ” として活躍する
中島仲英さん（左）

ちゅうえいさん流れ星

　
地
域
審
議
会
は
、
町
村
合
併

に
よ
り
行
政
区
域
が
拡
大
し
、

地
域
住
民
の
意
見
が
市
の
施
策

に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
の
で

は
と
い
っ
た
不
安
に
対
し
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を

展
開
さ
せ
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、
合
併
前
の
旧
町
村
の
区
域

を
単
位
と
し
て
設
置
さ
れ
た
市

長
の
諮
問
機
関
で
す
。

　
こ
の
地
域
審
議
会
で
は
、
市

の
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
関

す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
審
議
を

行
う
ほ
か
、
各
地
域
の
振
興
に

関
し
、
市
長
に
提
言
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
任
期
は
２
年

間
で
、
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略
。

（
◎
は
会
長
、
○
は
副
会
長
）

■
萩
原
地
域
審
議
会

◎
中
島
登
志
男
、
○
島
良
直
、
黒

木
俊
彦
、
二
村
文
康
、
松
井
明
彦
、

今
井
浩
平
、
各
務
敏
文
、
熊
﨑
美

智
子
、
小
林
容
子
、
二
ッ
谷
恵

■
小
坂
地
域
審
議
会

◎
熊
﨑
孔
平
、
○
中
谷
敬
子
、
熊

﨑
武
久
、
今
井
知
栄
、
古
瀬
眞
希
、

今
井
学
、皆
越
真
佐
代
、大
森
清
雄
、

今
井
智
也
、
熊
沢
聡
子

■
下
呂
地
域
審
議
会

◎
田
口
優
、
○
日
下
部
恵
子
、
蓑

島
晃
子
、
川
上
千
賀
子
、
中
川
伸

一
郎
、
柿
ヶ
野
成
美
、
熊
﨑
達
之
、

熊
㟢
力
、
今
井
正
規
、
細
江
孝
広

■
金
山
地
域
審
議
会

◎
加
藤
陽
一
、
○
藤
原
由
美
子
、

佐
古
好
隆
、岩
佐
恒
憲
、田
口
則
夫
、

熊
㟢
美
惠
子
、
佐
古
宏
幸
、
山
内

克
支
、
山
田
真
里
子
、
田
口
哲

 

■
馬
瀬
地
域
審
議
会

◎
林
芳
樹
、
○
中
川
誠
、
二
村
ナ

ナ
子
、
二
村
忠
秀
、
寶　

賢
一
、

藤
澤
辰
也
、山
本
志
保
子
、細
江
敦
、

熊
崎
ゆ
か
り
、
二
村
隆
弘

平
成
23
年
度
・
24
年
度

　
　
　

地
域
審
議
会
の
委
員

委員の委嘱（金山地域審議会）

　

６
月
19
日
、
飛
騨
特
別
支
援
学

校
下
呂
分
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

市
消
防
操
法
大
会
が
開
か
れ
、
下

呂
方
面
隊
第
１
分
団
第
３
部
Ａ
班

が
優
勝
。
８
月
７
日
に
恵
那
市
で

開
か
れ
る
第
60
回
岐
阜
県
消
防
操

法
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
下
呂
市
消
防
団
の

各
方
面
隊
か
ら
計
11
の
代
表
チ
ー

ム
が
参
加
。
ポ
ン
プ
車
を
使
っ
て

放
水
し
、
標
的
を
倒
す
ま
で
の
時

間
や
操
作
の
正
確
さ
規
律
な
ど
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

【
上
位
の
成
績
】（
敬
称
略
）

◆
優
勝　

下
呂
方
面
隊
第
１
分
団

　

第
３
部
Ａ
班
（
森
）
◯
田
中
秀

　

典
①
松
田
寛
司
②
小
林
保
緒
③

　

山
下
博
司
④
齋
藤
貴
之

◆
準
優
勝
▽
萩
原
方
面
隊
第
５
分

　

団
第
２
部
（
萩
原
中
）
◯
今
井

　

浩
敬
①
野
村
賢
司
②
熊
崎
祥
太

　

③
中
野
鉄
平
④
高
橋
哲
也

◆
三
位　

萩
原
方
面
隊
第
２
分
団

　

第
２
部
（
上
上
呂
）
◯
中
田
達

　

也
①
加
賀
美
真
司
②
齋
藤
健
二

　

③
齋
藤
達
也
④
小
池
章　
　

訓
練
の
成
果
を
発
揮

第
８
回
下
呂
市
消
防
操
法
大
会

   　
　
　
　
　
　
　

 　
〔
消
防
本
部
消
防
総
務
課
〕

　下呂市出身でお笑いコンビ “ 流れ星 ” の名
で活躍するちゅうえいさんこと中島仲英さん
を「ふるさと観光大使」に委嘱しました。
　市と社団法人下呂温泉観光協会では、関
東や関西、中部の大都市圏で下呂市や下呂
温泉の情報を発信するため、様々な分野で
活躍する市出身者やゆかりのある方を「ふる
さと観光大使」にお願いしています。
　現在 76 名の方が、それぞれの立場の中で
下呂市の宣伝に努めていただいています。

　〔観光商工部観光課〕

　

現
在
の
飛
騨
特
別
支
援
学
校
下

呂
分
校
が
、
県
立
飛
騨
南
部
特
別

支
援
学
校
（
仮
称
）
と
し
て
、
平

成
25
年
４
月
（
予
定
）
に
開
校
し

ま
す
。
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等

部
を
設
置
。
知
的
障
が
い
や
肢
体

不
自
由
、
病
弱
、
重
複
障
が
い
に

対
応
す
る
特
別
支
援
学
校
と
な
り

ま
す
。

　

県
で
は
学
校
概
要
や
整
備
日
程

等
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▽
７
月
８
日
（
金
）
19
時
～

会
場
▽
下
呂
分
校
体
育
館

25
年
４
月
開
校
予
定
へ

飛
騨
南
部

特
別
支
援
学
校（
仮
称
）

    〔
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
〕

指
指

指


